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About Workshop

ドイツ・オスナブリュック応用科学大学主催で開催された、
ランドスケープデザインの国際ワークショップに参加した。
人口減少など様々な社会課題をもつ地域において、都市と自
然の特色を生かした地域の再デザインを市に提案する課題に
取り組んだ。
参加学生は約 60 名で、ドイツ・日本・アルゼンチン・スペイン・
フランス・アメリカの大学から集まった。各大学混合で８グ
ループに分かれて作業を行った。

ド イ ツ：University of Applied Sciences Osnabrueck 
日 　 本：Tokyo University of Agriculture
ア ル ゼ ン チ ン：Universidad de Buenos Aires 
ス ペ イ ン：Universidad Politecnica de Madrid 
ア メ リ カ：New York City College of Technology
フ ラ ン ス：Université de Toulouse 

Lengerich



Lengerich |レンゲリッヒ

90.77 km² の中規模都市で、人口密度は 255 人 /km²。

南東から北西にかけて、トイトブルク森の稜線が横断してい

る。この森は、海抜 220mに達し、それ以外は、標高 25 ～

100mの平地が広がっている。

ミュンスターとオスナブリュックを結ぶ街道沿いという交通

の利便性が高い立地条件から、レンゲリッヒは早くから長距

離貿易の中継地として利用されてきた。

19 世紀後半には、トイトブルク森林鉄道と長距離鉄道が建

設され、新しい超地域的な交通網が形成された。これによっ

てリネンやタバコなどの衰退産業から、大規模な石灰やセメ

ントなどの新産業への移行を可能にした地域である。



01 Field Work 1 公園・まち・自然を体験するフィールドワーク

@Kneipp-Erlebnis-Park am Charlottensee Bad Iburg



02 Field Survey 現地調査：
　　レンゲリッヒの自然ポテンシャル、課題、特徴を把握する

@Steinbruch im Kleefeld



03 Field Work 2 地域産業に関するフィールドワーク：
　　レンゲリッヒの特産品である「石」を生業とするセメント工場を視察



04 Work 調査から計画条件の整理、計画の提案：
　　調査から情報を整理し、提案概要を思考する



05 Research Presentation 

Using native plants 
leaf as Wrapping and 

Laying food.

Graduate school of Tokyo NODAI.

Kimura Hinako

(愛知県「餡麩三喜羅」)

Health Line

Site1　漁川・はなふるSite1　漁川・はなふる Site２　恵庭渓谷Site２　恵庭渓谷

New phase of GARDEN CITY

Health Garden City

We consider nature, flowers, and gardening culture as resources of Eniwa. 
We aim to promote human health through activities, and to bring about a 

healthy animal environment through spatial development.

参加大学の紹介、大学院の研究発表

農大の紹介、各自の研究、プロジェク
ト、これまでの成果を英語で発表する
貴重な時間となった。

06 Final Presentation Gempt-Halle にて
市長、市議会議員、市民の前で最終プレゼンテーションを実施



Beriln |ベルリン

ドイツ最大の都市で、人口はおよそ 370 万人。
市域の 3 分の 1 は森林、公園、庭園、河川や湖で構成されて
いる。
第二次世界大戦後、東西ドイツの国境が封鎖された後もベル
リンの間だけは往来が自由であったため西側へ脱出する人が
続出した。労働人口の流出を恐れた東ドイツ政府は 1961 年
に東西ベルリンの境界線を封鎖（後のベルリンの壁）。
1989 年、ベルリンの壁は崩壊する。ベルリンの壁が撤去さ
れ市内中心部には広大な空き地が出現した。その一つである
ポツダム広場は再開発され、巨大なビジネス・商業エリアに
なっている。分断されていた道路網や地下鉄も含む鉄道網な
どの交通網を東西で直結する工事が行われた。



07 Field trip1 　歴史的・生態的なランドスケープ
 都市の歴史や生態系が日常空間に取り入れられていた

Location :

@Lustgarten

@Schlüterhof @Potsdamer Platz

@Memorial to the Murdered Jews of Europe

@Skulptur Galileo @Neues Museum

https://www.google.com/maps/d/viewer?mid=1Sah27h2YHhU2gmpOs29kv1z6j0vGmfc&usp=sharing


08 Field trip2

@Übungsfläche Tempelhofer Feld

@Naturpark Südgelände

@Naturpark Südgelände @Naturpark Südgelände

@Naturpark Südgelände

Location :
　跡地利用・産業空間のランドスケープ
 跡地としての痕跡を残しつつ、現代に順応していた

https://www.google.com/maps/d/viewer?mid=1S1HYpD8IkPHY3jv4iMwtW0T8BMAPDl4&usp=sharing


09 Field trip3 Location :

@Jüdischen Museums Berlin

@Jüdischen Museums Berlin@Jüdischen Museums Berlin@Jüdischen Museums Berlin

@Berlin Wall Memorial

@East Side Gallery

@Brandenburg Gate

@Besselpark

@Tilla-Durieux-Park

@Bernauer Strasse Memorial@Gärten der Welt

　自然の力を活かしたランドスケープ探索
　　植物を活用した市場空間の再生・再デザインにより、市民に受容されていた

https://www.google.com/maps/d/viewer?mid=1YVCJl6jrDS1wmIaU03BvHiSn2WojBYY&usp=sharing
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For years, the city of Lengerich has had a very strong importance on mining, agriculture, 
livestock, and its innate nature.
Throughout its entire region you can find quarries that supply stone to the entire European 
continent as its main cement manufacturer.
The first use, (today inactive) is the Canyon, considered a protected area due to the 
importance of its flora and fauna and very attractive because of its high water content.
For the Project, the land between the canyon and the quarry was taken as a work area, and 
was divided into three main zones that vary from high to low density, with one last zone 
that will be the large park at the entrance from the city.
When analyzing the work area, one of the most important problems identified is the existence 
of a significant Green Barrier that separates the city from the rural areas located north to 
the town. To achieve a connection between both spaces, a new main axis was marked 
from north to south and one was created from east to west crossing the great green line 
and taking advantage of certain existing routes, other secondary roads, and some minor 
territory roads.

It has been considered that due to the importance of the hospital, the first axis (north-
south) crosses the lateral street at the same intersecting axis point, thus making it as the 
main entrance from the City to the Park.
The second axis, (east-west) linearly crosses the wooded area, thus connecting the canyon 
and the quarry, allowing the space to be traveled easily and quickly.
It is presented for the future to use the quarries and empty spaces contained within the 
green line of the forest to carry out activities related to water, either by creating artificial 
lagoons or new rest areas. 

Throughout the landscape of the site, icons are located at certain focus points. This focus 
piints are used in context to identify the activity happening at the olocation. It is directing 
the path to a certain focus point near by where when travellers to the visitor is found with 
the activity found on the icon.
The icons can vary from hiking, biking and views. This, of course, depending on the path of 
any of the three regions. It is a simple an quick way of giving the visitor a sense of location 
and programity.

GROUP 1                   Professor
                     Yumiko Kanazawa  
Steffen Horns
Ramon Lenz
Carmen Carral Pérez
Florencia Castagneto 
Dana’ García Murga
Michelle Guzmán
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1　Lengerich は、鉱業、農業、畜産、そして生来の自然を重要視してきた。
この地域には、セメントとしてヨーロッパ全土に供給している採石場が
ある。使われなくなった採石場（キャニオン）は、水で満たされ、その
植物相と動物相の重要性のために保護されており、非常に魅力的なコン
テンツである。
都市からこの自然豊かな場所までどうつなげるか。最も重要な課題は、
北に位置する農村地帯から都市までを切り離す著しい緑の壁だ。そこで、
市民にとって重要な病院を中心にそこから公園へ、メインエントランス
として南北に、次に公園から森林地帯、キャニオンへ東西に、素晴らし
い緑を横切り、渓谷、採石場と都市までを繋ぎ、回遊性のある空間とした。
景色の中には様々なアクティビティのための視点場を設け、訪れた人は
楽しみながら、簡単に旅をすることができる。

https://drive.google.com/drive/folders/1AF2G_knUXArZqa2poiEQHDWjSRQ8guIi?usp=sharing
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　対象地周辺にはトイトブルガーの森という低
山脈があり、自然保護区とジオパークの一部と
なっている。
このように豊かな自然資源はあるが、都市や公
園とその周辺のランドスケープとの間に真の意
味での繋がりが感じられなかった。街に関する
物語（三畳紀、石器時代、農業、工業化、今日、
そして未来）をトレイルにのせ、ランドアート
や回転のぞき絵等の新しい体験を提案すること
で都市と公園の繋がりが生まれ、より質の高い
生活がもたらされると考えた。
　公園にそれぞれの物語に関連したランドアー
トを配置することで、展望台からの景観がより
魅力的になる。そして全ての物語は街の中心に
設置する回転のぞき絵によって結び付けられる。

https://drive.google.com/drive/folders/176TIkuIQV1b-gMx-BELFM2CZQEkJw_Lx?usp=sharing
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BRAINSTORMING AND PROJECT PROCESS

ARCHITECTURAL INTERVENTION
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In the entrance of the 
park, the trails branch 
out and lead the visitor 
to the pavillions.

This proposal aims to awaken 
the visitors admiration for the 
Lengerich’s natural environt-
ment so they undergo a vivid 
sense of belonging.

Three thematic 
trails start from the 
city centre along 
with informational 
pavilions. 

The cultural trail 
bridges the project 
with other landmarks 
such as the 
Dyckerhoff plant.

The adventure trails lead 
the visitors from the city to 
the existing hiking trails as 
well as calling the attention 
from hikers leading them 
back to the city.

The natural trails lead to 
pavilions where the 
visitors can experience 
priviledged views of the 
city and the landscape 
surrounding them. 

The informational pavilions 
involve the visitors by 
teaching them to appreciate 
and protect the natural 
surroundings. 

The cultural pavilions 
follow a circular trail 
allowing the visitor to 
admire the local 
heritage.

The outdoor pavilions 
provide shelter for users 
and act as meeting places 
so that the park can be 
enjoyed all through the 
different seasons. 

farmland

forest

park

ple
asure grounds

LEGEND

cultural trails
natural trails
adventure trails

educational pavilion
environment pavilion
outdoor living pavilion
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HISTORICAL HERITAGE

OUTDOOR LIVING

MAIN IDEA

メインアイデアとコース案は、地域に自生するワイルドキャロット
（ハーブ）から着想を得た。

都市と森林部の間には、異なる景観特性がグラデーションのように
広がっていた。花の形のようにそれぞれを結び付けることで、地域
の魅力向上と人々を感覚的な体験へ導くことを目的とした。環境・
社会・経済に対した取組や政策案を設定し、これらの側面から景観
的要素に意味と目的を持たせるこ
とで、全体的なシステムとして地
域遺産に対する認識を高める。
自然・文化・冒険の 3 コースを作
成し、視点場に自然と歴史から着
想を得た建物を設置することで、
周囲の自然や地域との関わりを体
感することができる。

https://drive.google.com/drive/folders/1S5Q6ogzct9qif-7jygKsHdc0nQwNagCU?usp=sharing
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　自然と市民を繋げる ” グリーンフィンガー ” の概念を提唱し、自然と都市の間
にある既存の建物を起点として、周辺のアクティビティへと誘導する。
自然資源とアクティビティが豊富な地域だが、日常的に感じられる空間は少ない
と感じたことから、地域の自然植生を都市部の公園やストリートの植栽に取り入
れ、嗅覚や触覚、視覚から地域の自然を再認識させる。建物は社会・自然・アク
ティビティの起点となり、市民が多目的な用途で活用できる空間をイメージした。

https://drive.google.com/drive/folders/1NrWyCXdV_aAxPocxePBsUBv091HeHnNF?usp=sharing
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　Lengerichは東西方向に森林やまち並みが広がっている特
徴がある。しかし南北にまちは発展していき、線形的な自
然景観が失われつつある。東西の線形的な自然環境を用い
て、まちの発展により分断されたレンゲリッヒを繋ぐメッ
シュランドスケープを提案する。
教会や学校などの社会的・公共的な結節点とその結節点か
ら伸びる南北の線形はそれぞれの囲まれた空間ごとに生命
や自然、社会性を感じられる特徴的な体験を促す。

　まちの麓にある現地調査により
感じた潜在性のある敷地をまちか
ら森林へ誘導するようにリデザイ
ンすることでレンゲリッヒにはこ
れまでにない多様で魅力的な線形
がいくつも生まれはじめる。

https://drive.google.com/drive/folders/1JBEc6n39omdl1sqKuFuOX6WTjdm2YSXv?usp=sharing
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Lengerich の都市と自然の接続には道路や鉄道などのハー
ドの境界線がある。それら解決するために都市内部に位
置する３つの駐車場をノードとして、駐車場としての機
能から公園や植物園などに転換し、自然を都市内部に引
き込むこと提案とした。それぞれの駐車場は異なる機能
を持つ空間となる。
①旧消防署を統合した広場。可動式のエレメントが人々
の参加を促し、広い内部空間ではシネマショーやコンサー
トなどのイベントが行われる。
②マーケットプレイスとしての機能を強化する。そして
遊び場、憩いの場として人々が滞留する空間整備する。
③オーキッド・パークとして、対象地域の花であるラン
を用いたラン園となる。現時点では自然界に存在する要
素を都市に引き込むことを目的としている。
これらを起点に、最終的には都市と自然が繋がり、歩行
者にもやさしい街へと転換していくだろう。

https://drive.google.com/drive/folders/1QPpLpaTNM8X-cKPVl5Ri995t1RGxbokX?usp=sharing
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THE MASTERPLAN 

THE TRACK PARK  - DER GLEISPARK

BIKE LANE PEDESTRIAN PATH

PUBLIC SPACE

EQUIPMENT

REFERENCE PICTURES

THE TRACK PARK  - DER GLEISPARK

BIKE LANE PEDESTRIAN PATH

PUBLIC SPACE

EQUIPMENT

REFERENCE PICTURES

THE MAIN STREET  - DIE HAUPTSTRASSE

TRACK INFRASTRUCTURE CATALOGUE  - KATALOG FÜR DIE INFRASTRUKTUR ENTLANG DES GLEISES

THE BENCH THE PICNIC THE BIKESTATION

そこで車道、廃線を歩行空間、緑のコリドー、サイク
リングロードに変化することにより、町から公園（森）
を繋げるだけでなく、隣町までつながる広域ネット
ワークとなる。

３つのラインを中心に人と自然をコネクトする
対象地では教会を中心に町が形成され、車、廃線の軸線が
横断しており、公園（森）とのつながりを分断している。
今後、モビリティの変化、スローワークスタイルからより
人のアクティビティが広がる事が重要だと考えた。

https://drive.google.com/drive/folders/1KhpCOjBRXGX10bKl2JL0J8jfO71DHPlB?usp=sharing
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A BOTANICAL HILL PARK

B WALK THROUGH THE RESERVOIRS

C SHADOW FOREST

D LINE OF WATER

E QUIET WATER PONDS

F SENSORY GARDEN

G STATION PARK

F

SCHEMATIC 
SEQUENCES

記憶は想像力への開かれた扉である
街と既存の自然との間に「記憶」「感覚」「想像」のキーワー
ドに基づいて、つながりをつくることがテーマ。
現在、街と自然を分断している廃線跡は、鉱業の発展に伴い、
街と自然との関係を歴史的に変化させてきた鉄道の跡である
ことから、線状の公園を本計画の軸とした。
利用者が自分の記憶やイメージをつくることができるよう
な、物理的・感覚的な体験を通して、街と自然をつなぐイン
タラクティブな場を用意した。
空間的な要素を活用して、自然と街をつなぐと同時に、人々
の記憶と空間をつなげていきたい。

https://drive.google.com/drive/folders/17xqfyWcscWk_vZa-5bFsWUIszSebC7Ej?usp=sharing
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